


ガラス用カスタム転写ステッカー:窓・ドア・グラス・ボトルのB2B向けガイド

Details
ひとことで言うと: 店頭の文字、ドアのサイン、両面からきれいに見せたいものには、単色のカットビニール転写ステッカーを使います。印刷タイプの転写ステッカーは、デザインにフルカ
ラーが必要な場合に限って選びます。そのうえで、ガラスをどう清掃し、洗い、風雨にさらし、最終的にどう剥がすかに応じて、粘着剤と貼り付け面を決めます。

ガラス用のカスタム転写ステッカーを探している購入担当者の多くは、「転写」の発注でうまくいかなかった経験があります。ロゴは歩道側からはくっきり見えるのに、店内のスタッフ側か
らは平たい白いシルエットにしか見えません。ブランドロゴ入りのタンブラーは、食洗機に数回かけただけで縁から浮き始めます。季節ごとの窓グラフィックは粘着剤の跡を残し、次のキャ
ンペーンの前に清掃スタッフがこそぎ落とさなければなりません。

こうした失敗は偶然ではありません。ガラスはもっとも接着しやすい素材のひとつなので、ガラス自体が原因になることはまずありません。原因は、見る側の面、清掃方法、撤去時期に合わ
ない構成を選んでしまうことです。施工後に直すとなれば、再印刷、施工業者の再手配、場合によっては店舗写真の撮り直しまで必要になります。本ガイドでは、B2Bの購入担当者が判断
すべき順に各項目を検討し、ガラスの用途別にカットビニール、印刷タイプの転写ステッカー、その他の選択肢を比較します。
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ガラス用の転写ステッカーとは?
転写ステッカーとは、パーツ同士の間に背景フィルムがないデカールのことです。文字や図形、印刷されたパーツは剥離ライナーの上に並んでいます。アプリケーションテープがそれらの位
置を保ったまま保持し、貼り付けたあとにはデザインだけがガラスに残ります。窓ではこれが大きな意味を持ちます。ガラス自体が背景になるため、映り込みを拾ったり縁に汚れがたまった
りする透明や白の四角いフィルムがありません。製品ページでは、 アプリケーションテープ付きカットビニール転写デカールの構造 について詳しく解説しています。そのため本ガイドでは、
その構造がガラス上でどのように機能するかに焦点を当てます。

ガラスでは、次の二つの系統が主流です:

カットビニール転写ステッカー。 単色のフィルムから切り出したものです。色がフィルム全体に通っているため、傷ついたり色あせたりするインクがありませんが、色ごとに別の
レイヤーになります。
印刷転写ステッカー。 ベースフィルム(通常は白)にフルカラーで印刷し、パーツごとにカットしたものです。グラデーションや写真を再現できますが、インクや保護コーティング
の耐久性の限界を受けます。

三つ目の選択肢であるUV DTF転写は、ドリンクウェアや小さなガラス製品の分野で競合します。「ビニール」といっても単一の仕様ではありません。独立系のレビューによれば、 「ビ
ニールステッカー」という言い方は、単一の素材システムを特定するものではありません[1]。ラミネートの有無を問わず印刷されたフィルム、コンピューターでカットした有色フィルム、追
従性に優れたキャストフィルムのいずれも指しうるということです。同レビューは、UV DTFは万能の上位互換ではないと結論づけています。特定の粘着剤、再剥離性、大判の窓施工が
条件となる案件では、ビニールのほうが仕様を決めやすい選択肢であり続けます。

素材の化学組成を気にする購入者もいます。サイン用ビニールの大半はPVCです。業界団体FESPAは、 PVCの環境面でのトレードオフと、公共入札で増えているPVCフリーの要
求[2]についての率直な議論を公表しています。EUでは、欧州化学品庁の PVCとその添加剤に関する調査報告書[3] は、一部の添加剤が許容できないリスクをもたらすと結論づけており、
その一部は現在REACH規則の下で規制されています。ブランドガイドラインや入札条件でPVCが除外されている場合は、デザインの承認前、見積もりの段階で伝えてください。

用途別・ガラス用カスタム転写ステッカーの選び方
次の五つの判断を順に進めてください。ひとつ決めるごとに、次の選択肢が絞り込まれます。

ステップ1:見る人がガラスのどちら側に立つかを決める

ガラスは、人が両側から見る唯一の一般的な基材であり、転写ステッカーの発注が失敗する原因の多くがここにあります。見る側の構成は三通りです:

https://jp.zigpac.com/custom-stickers/custom-cut-vinyl-transfer-stickers.html
https://printreviewer.com/uv-dtf-stickers-vs-vinyl-stickers/
https://printreviewer.com/uv-dtf-stickers-vs-vinyl-stickers/
https://www.fespa.com/en/news-media/pvc-a-controversial-material-for-car-wrapping-or-a-no-go/
https://www.fespa.com/en/news-media/pvc-a-controversial-material-for-car-wrapping-or-a-no-go/
https://echa.europa.eu/documents/10162/17233/rest_pvc_investigation_report_en.pdf/


第一面貼り(外側の面に貼り、外から見る)。 発色がもっとも鮮やかで、グラフィックの手前に反射する層もありません。その代わり、デカールが風雨、スクイジー、さらには爪
にさらされます。
第二面貼り(内側の面に貼り、ガラス越しに見る)。 デザインは左右反転にする必要があり、粘着剤側が見る面になります。風雨やいたずらの心配はなくなりますが、ガラスによ
る反射が加わり、粘着剤のくもりも見えてしまいます。
両面から見る場合。 ガラスドアやパーティションは両側から見られます。単層のカットビニールは、1つの側からは表面、もう一方の側からは裏面が見えます。裏面の色が表面と
一致するとは限らないため、スウォッチを請求してください。白いフィルムに印刷した転写ステッカーは、裏側からは白いシルエットに見えます。本当の両面ブランディングでは、
位置合わせした二層(うち一方は左右反転)にするのが通常の解決策です。

ステップ2:構成をガラスの用途に合わせる

店頭の窓。 ブランドマーク、営業時間、季節ごとに変わるプロモーションが必要になります。文字や単純なマークには、単色のカットビニールがもっとも適しています。内側に貼れば外側の
窓清掃を避けられますが、左右反転のデータが必要です。大判の印刷プロモーションは、再剥離粘着剤を使った短期用グラフィックとして扱うほうが適切です。

ガラスドア。 押す/引くの表示、営業時間、手の高さにあるロゴは、1日に何百回も触れられます。できるだけ手が触れる範囲から外してください。内側に貼った文字は清掃に強く、両面か
ら見るドアには、ステップ1で説明した2層構成が必要です。

ブランドロゴ入りグラス。 タンブラー、パイントグラス、ジャーは、少なくとも一方向に湾曲しています。お湯、アルカリ性洗剤、絶え間ない取り扱いがデカールの端を傷めます。感圧粘着
デカールにとって、ガラスの用途のなかでもっとも厳しいものです。

ボトル。 コールドチェーンのボトルは結露し、濡れたガラスは何かを貼るには不向きな面です。充填・冷却の前にデカールを貼ってください。ボトルが包装として販売される場合は、後述の
コンプライアンスの項で扱う規制上の問題も当てはまります。

ステップ3:露出環境を正直に評価する

ガラス上の露出環境は三段階に分かれ、それぞれ適した構成が異なります:

屋内保護。 内側に貼り、ガラス越しに見て、ときどき拭く程度の環境です。ほとんどの構成が使えます。窓ガラスは紫外線の一部を遮りますが、すべてではないため、印刷色は、
それでもカットフィルムより緩やかに退色します。
屋外・垂直面。 雨、日光、スクイジーにさらされます。ここではカットビニールがラミネートなしの印刷より長持ちします。フィルムメーカーは平らな垂直面での暴露を前提とし
た耐久性等級を公表しているので、どのフィルムが指定されているのか、その等級が何を前提としているのかをサプライヤーに確認してください。
洗浄サイクル。 グラスや再利用ボトルの場合です。「食洗機対応」は、根拠が必要な主張として扱ってください。印刷転写ステッカーの多くは、保護ラミネートなしで出荷されま
す。オンラインで公開されているUV DTFの洗浄試験には、独立した試験機関ではなく販売者自身によるものがあります。業務用の食器洗浄を大量に行う場合は、エッチング



加工や焼成セラミック加飾のほうが、どんなステッカーよりも適していることがあります。

ステップ4:施工の前に撤去を計画する

ガラスは表面エネルギーの高い素材で、貼るときも剥がすときも好都合です。粘着剤がよくなじみ、再剥離粘着剤は通常きれいに剥がれます。永久粘着剤は時間と熱とともに接着力が高まり、
とくに日の当たる屋外のガラスで顕著です。シーズン内に外すキャンペーン用グラフィックには、再剥離粘着剤を指定してください。何年も貼る想定のブランドマークには、永久粘着剤を指
定してください。プラスチック製やカミソリ式のスクレーパーは、一般にプレーンなガラスなら安全です。コーティング、着色、フィルム貼りのガラスをこする前には、刃がコーティングを
傷める可能性があるため、必ず確認してください。

ステップ5:形容詞ではなく、接着性の根拠を求める

「強いグリップ」や「きれいに剥がれる」といった言葉は、サプライヤー同士で比べようがありません。比べられるのは試験方法です。ラベル業界団体のFINATは、 試験方法カタログ[4]

を公開しており、そこにはFTM 1(180°剥離接着力:300 mm/分)、FTM 9(ループタック)、FTM 14(寸法安定性)が含まれます。業界誌Labels &
Labelingにも、平易にまとめた 感圧粘着ラベルの試験方法の概要[5]があります。ガラス上での剥離試験結果、またはフィルムと粘着剤のデータシートの参照情報を求め、量産を承認す
る前に、実際に使うガラスで実物サンプルを依頼してください。文字サイズの制限と出荷前の確認事項は、次のページで解説しています: カスタムビニール転写ステッカーの製品ページ.

ガラス面の法規対応表示と包装ルール
カスタム転写デカールには、営業時間、ドアの使い方、警告、ボトルの製品表示など、表示が義務づけられた情報が載ることがよくあります。「転写ステッカー」全般をカバーする単一の米
国規格はありません。代わりに、デカールの用途と製品の販売先に応じて、いくつかの個別の規則が適用されます。

機器の安全表示。 ガラスパネルが機械、家電、筐体の一部で、デカールに安全情報が載る場合、該当する規格はUL 969「表示およびラベリングシステム」です。同規格の 6th
版(2025年発行)[6]は、表面材、インク、ラミネート、指定された基材を含むシステム全体を評価します。UL認定の粘着剤部品を使っても、完成したデカールが適合したことにはなり
ません。店頭の販促グラフィックは、通常この対象外です。

バリアフリーとドア安全の表示。 バリアフリー規定に基づく恒久的な室名サインでは、通常、浮き出し文字と点字が求められますが、フラットなビニールではこれに対応できません。全面ガ
ラスに視認用のマーキングを義務づける地域もあります。注文前に、設置後ではなく、地域の建築基準担当官に要件を確認してください。

カリフォルニア州プロポジション65。 カリフォルニア州で販売される製品には、警告表示が必要になる場合があります。業界団体SEMAは、 プロポジション65の警告表示形式[7]を
次のように整理しています。黄色の三角形のシンボル、「WARNING」の文字、掲載された化学物質を少なくとも一種類、およびP65Warningsのウェブサイトです。軟
質PVCは、掲載化学物質であるDEHPの一般的な発生源です。加えて、 OEHHAはビスフェノールS(BPS)をリストに追加[8]しており、警告義務は12月29日(2024
年)から発効しています。サプライヤーに、インク、粘着剤、コーティングにBPSが含まれているかどうかを明示してもらってください。

子ども向け製品。 大人向けに販売されるガラスデカールは、ビニール製というだけでCPSIAの試験を受ける必要はありません。デカールまたはその包装が、12歳以下の子どもが遊ぶこ
とを想定して設計されている場合は、 CPSCのフタル酸エステル類の上限値0.1%(1,000 ppm)[9] が、触れることのできる可塑化された部品に適用されます。

EU向けに出荷するボトルとジャー。 8月12日(2026年)以降、規則(EU)2025/40に定めるPFAS閾値を超える食品接触包装は、EU市場に出すことができませ
ん。FINATの 2026 PFAS年5月のノート[10] は、上限値はラベル単体ではなく完成した包装に適用されると説明しています。各構成要素の寄与分は引き続き評価と文書化が必要
で、既存在庫に対する移行期間もありません。

サステナビリティに関する主張。 ビニールデカールを「コンポスト可能」や「プラスチックフリー」と呼ぶのは避けてください。規制当局がステッカー廃棄物に目を向けている場合でも、結
論は慎重なものでした。 2025年のワシントン州エコロジー局の評価[11] は、代替品がまだ成熟していないことから、州がプラスチック製の青果ステッカーの禁止やコンポスト可能なス
テッカーの義務化を見送るよう勧告しました。

ガラスにおけるカットビニール vs. 印刷転写ステッカー vs. その他の選択肢
下の表は、ガラスで重要な基準ごとに主な選択肢を比較しています。評価は相対的なもので、実際の性能は個々のフィルム、粘着剤、施工によって変わります。

評価項目 カットビニール転写 印刷転写 UV DTF転写 透明印刷ステッカー

ガラス上の見え方 背景なし。ソリッドカラーが塗装のように見
える パーツの周囲に背景なし。フルカラー フィルムが見えない。インクがわずかに盛り

上がる
透明フィルムの縁がガラス上に見え
る

https://www.finat.com/resources/finat-test-methods/
http://www.labelsandlabeling.com/label-academy/article/test-methods-pressure-sensitive-labels
https://jp.zigpac.com/custom-stickers/custom-cut-vinyl-transfer-stickers.html
https://webstore.ansi.org/standards/ul/ul969ed2025
https://webstore.ansi.org/standards/ul/ul969ed2025
https://www.sema.org/prop65
https://oehha.ca.gov/proposition-65/crnr/bisphenol-s-bps-added-proposition-65-list-reproductive-toxicity
https://www.cpsc.gov/Business--Manufacturing/Business-Education/Business-Guidance/Phthalates
https://www.finat.com/documents/1387/finat-pfas-in-ppwr-note-may-2026.pdf
https://apps.ecology.wa.gov/publications/SummaryPages/2507042.html


評価項目 カットビニール転写 印刷転写 UV DTF転写 透明印刷ステッカー
裏側からの見え方 フィルムの裏面。スウォッチを請求のこと 二層構成でない限り白いシルエット インク層の裏面 フィルム越しに反転印刷が見える
色の範囲 ソリッドカラー、各色1層 グラデーションと写真 グラデーションと写真 グラデーションと写真
屋外の垂直ガラス 適したフィルムを使えば四つの中で最強 ラミネートなしでは短寿命 サイン用途では通常選ばれない ラミネート次第
洗浄サイクル(グラ
ス) 手洗い推奨 ラミネートなしでは最も弱い よく謳われるが、試験の根拠を求めること ラミネート加工品のほうが良好

撤去 再剥離粘着剤ならきれいに剥がせる。1ピー
スずつ剥がす

再剥離粘着剤ならきれいに剥がせる。
1ピースずつ剥がす 通常は永久粘着 最速。1ピースのまま剥がせる

最適なガラスの用途 店頭の文字、ドアの営業時間表示、シンプル
なロゴ 屋内ガラスのカラーロゴ タンブラー、ジャー、小さなガラス製品 フルカラーの包装、短期キャンペー

ン

二つの傾向が際立ちます。何年も通りから見られるものには、カットビニールが標準です。繰り返し洗うものには、自社のグラスでの洗浄試験の根拠がなければ、どの転写構成も承認すべき
ではありません。

よくある質問
FAQ:ひとつの転写ステッカーで、ガラスドアの両側から正しく読めますか?

印刷の場合はできません。単層の印刷では、正しく見えるのは1つの側からだけです。両面から見るドアには、位置合わせした二層(うち一方は反転したデザイン)が必要です。あるいは、実
物のスウォッチで裏面を確認・承認した単色のカットビニールを使います。

FAQ:店頭グラフィックは窓の内側と外側のどちらに貼るべきですか?

内側に貼ると、グラフィックを風雨、スクレーパー、外側の清掃から守れますが、データは左右反転にする必要があり、ガラスによる反射も加わります。外側に貼ると、発色がもっとも鮮や
かになります。ラミネートなしの印刷よりも、カットビニールに向いています。

FAQ:カスタム転写デカールは、グラスの食洗機洗浄に対応していますか?

食洗機対応という主張は、自社のグラス、自社の洗剤、自社の洗浄サイクルで試験するまでは未検証として扱ってください。ラミネートなしの印刷転写ステッカーは、ここでは最も弱い選択
肢です。業務用の食器洗浄を大量に行う場合は、代わりにエッチング加工や焼成セラミック加飾を検討してください。



FAQ:転写ステッカーは、剥がしたときにガラスに残渣を残しますか?

再剥離粘着剤は、通常、プレーンなガラスからきれいに剥がれます。永久粘着剤は、時間の経過や日光で温まった環境で、より強く接着します。グラフィックを外す時期に基づいて粘着剤を
指定し、コーティングやフィルム貼りのガラスにブレードを使う前には確認してください。

FAQ:ビニール転写ステッカーは、表示義務のあるサインに使えますか?

営業時間のような案内文には使えます。機器の安全表示はUL 969のシステム評価の対象となり、バリアフリー対応の室名サインには通常、浮き出し文字が必要ですが、フラットなビニー
ルでは対応できません。まず建築基準担当官に要件を確認してください。

重要ポイント
安全ラベルは、ステッカー単体ではなく、システム全体として評価されます。 — UL 969, 6th版、2025年 (出典)
サプライヤーは、形容詞ではなく剥離試験データで比較してください。 — FINAT FTM 1: 180°の剥離、300 mm/分 (出典)
EU向け食品包装として販売されるガラスボトルは、PFAS規制値を満たす必要があります。 — 個々のPFASにつき25 ppb、8月12日(2026年)から (出
典)
子ども向けデカールには、米国のフタル酸エステル規制が適用されます。 — 0.1%(1,000 ppm)の上限、対象は12歳以下向けに設計された製品 (出典)
カリフォルニア州で販売する製品については、インクや粘着剤に含まれるBPSについてサプライヤーに確認してください。 — プロポジション65の警告表示は、12月29日
(2024年)から必須 (出典)
コンポスト可能なステッカーという主張は、技術がまだ追いついていません。 — 2025年の州の評価は、禁止の前に様子を見るよう勧告 (出典)

まとめ
ガラス用のカスタム転写ステッカー選びは、デザインを承認する前に決めておく四つの答えに集約されます。人がどちら側からデカールを見るのか、ガラスは何にさらされるのか、グラフィッ
クをいつ外すのか、そして内容にどのような規則が適用されるのか、という四点です。店頭やドアの用途の大半はカットビニールで対応できます。印刷転写ステッカーは、保護されたフルカ
ラーのグラフィックに向いています。グラスは、どの構成を承認する前にも洗浄の根拠が必要です。ガラスのプロジェクトでお見積りをご希望の場合は、ガラスの種類、見る側の面、露出環
境、撤去の計画をお知らせください。構成をご提案し、量産の前にサンプルをご用意します。お問い合わせは、 カスタムビニール転写ステッカー のページから始めてください。
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